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講
演
と
映
画
の
つ
ど
い
」
に

   

参
加
し
ま
し
た
。

配
偶
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等
に
対
す
る
暴
力

な
く
そ
う
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テ
ィ
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レ
ン
ス
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「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
Ｄ
Ｖ
）
」
と
い
う
こ
と
ば
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

　

こ
れ
は
、
夫
婦
や
婚
約
、
同
棲
し
て
い

る
な
ど
の
親
密
な
関
係
に
あ
る
男
性
と
女

性
の
間
に
起
こ
る
暴
力
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
男
性
が
被
害
者
の
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
多
く
は
女
性
が
被
害
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
図
1
・
2
）

　

そ
の
内
容
も
多
様
で
、
い
わ
ゆ
る
殴
る
、

蹴
る
、
物
を
投
げ
つ
け
る
な
ど
の
、
身
体

に
与
え
る
直
接
的
な
暴
力
行
為
ば
か
り
で

は
な
く
、
馬
鹿
に
し
た
り
、
怒
鳴
っ
た
り
、

逆
に
無
視
を
し
た
り
な
ど
、
言
葉
や
態
度

に
よ
る
精
神
的
な
も
の
や
、
性
的
な
も
の
、

生
活
費
を
渡
さ
な
い
な
ど
の
経
済
的
な
も

の
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
ま
す
。

　　

Ｄ
Ｖ
は
、
現
在
の
相
手
と
の
関
係
が
壊

れ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
た
め
ら
い
や
、
経

済
的
な
理
由
、
仕
返
し
の
可
能
性
、
世
間

へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
、
被
害
者
が
周
囲
な

ど
に
相
談
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
内
や
親
し
い
間
柄
で
起
こ
る

た
め
に
、
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
わ
か
り
づ

ら
い
こ
と
が
多
く
、
被
害
が
長
期
間
に
わ

た
り
、
か
つ
深
刻
に
な
っ
て
い
く
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
周
囲
に
理
解
が
な
い
と
、
せ

っ
か
く
相
談
し
て
も
、
「
あ
な
た
の
方
も

よ
く
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
」
「
あ

ん
な
い
い
人
が
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
わ
け

が
な
い
」
「
家
族
の
た
め
に
我
慢
し
な
さ

い
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
し
ま
い
、
孤
独
感

が
深
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　　　

最
近
で
は
、
若
者
の
間
で
も
、
恋
人
同

士
で
Ｄ
Ｖ
と
同
じ
よ
う
な
暴
力
が
起
こ
る

こ
と
が
増
え
て
き
て
お
り
、「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。（
図
3
）
「
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
」
も
、直
接
的
な
身
体
へ
の
暴
力
や
、

携
帯
電
話
を
何
度
も
か
け
て
く
る
、
恋
人

が
他
人
と
話
す
の
を
許
さ
な
い
、
相
手
の

行
動
を
制
限
す
る
な
ど
、
言
葉
や
態
度
に

配偶者等に対する暴力

表
面
に
出
て
こ
な
い
被
害

身
の
回
り
で
起
こ
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
Ｄ
Ｖ

若
者
の
間
に
増
え
る

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

ドメスティック・バイオレンス
な くそう！

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス（
配
偶
者
等
に
対
す
る
暴
力
）は
、
実
は
身
近
に

起
こ
っ
て
い
る
問
題
で
す
。
こ
れ
を
な
く
す
こ
と
は
、
女
性
の
人
権
を
尊
重
し
、
か
つ
、

女
性
が
社
会
の
中
で
安
心
し
て
健
康
的
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

意
味
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
被
害
者
の
保
護
・
支
援
に
関
す

る
法
制
度
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
や
地
方
自
治
体
、
民
間
組
織
な
ど
で
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
「
暴
力
を

な
く
そ
う
」
と
い
う
強
い
意
識
が
大
切
で
す
。
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よ
る
暴
力
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
の
多
く
は
女
性
で
、
実

は
以
前
か
ら
家
庭
内
に
存
在
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
ま
で
あ
ま
り
問
題
視

さ
れ
て
は
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
男
性
と
女
性
の
固
定
的
な
役

割
分
担
意
識
が
大
き
な
原
因
の
一
つ
と
い

え
ま
す
。

　

男
性
は
強
く
た
く
ま
し
く
、
女
性
は
し

と
や
か
で
優
し
く
て
、
男
性
に
従
う
べ
き

と
い
う
考
え
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
暴
力

を
容
認
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　

し
か
し
、
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防

止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

（
「
Ｄ
Ｖ
法
」
）
が
平
成
13
年
に
制
定
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
暴
力
が
一
つ
の
犯
罪
で
あ
り
、

人
権
侵
害
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と

も
に
、
国
や
自
治
体
に
よ
る
防
止
の
取
り

組
み
や
、
都
道
府
県
で
の
「
配
偶
者
暴
力

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
整
備
や
、
被
害
者

を
保
護
す
る
「
保
護
命
令
」
と
一
時
保
護

制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｄ
Ｖ
法
は
、
平
成
１６
年
と
２０
年

に
二
度
の
改
正
が
行
わ
れ
、
「
配
偶
者
暴

力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
置
の
区
市
町

村
へ
の
努
力
義
務
や
保
護
命
令
の
範
囲
な

ど
が
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
理
由
や
状
況
が
あ
っ
て
も
、

暴
力
を
受
け
て
よ
い
理
由
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
各
相
談
機
関
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
無
料
・

秘
密
厳
守
で
、
専
門
の
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、

周
囲
の
信
頼
で
き
る
人
に
、
ま
た
、
専
門

の
窓
口
に
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
分
の
周
囲
に
Ｄ
Ｖ
が
起
こ
っ

て
い
な
い
か
、
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

を
見
聞
き
し
た
り
、
相
談
を
受
け
た
ら
、

や
は
り
、
専
門
の
相
談
機
関
に
相
談
す
る

よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。

特 集 配偶者等に対する暴力　なくそう！  ドメスティック・バイオレンス

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
原
因

Ｄ
Ｖ
法
の
制
定
・
整
備

ま
ず
は
相
談
機
関
へ
ご
相
談
を

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

　

毎
年
、
11
月
12
日
か
ら

25
日
ま
で
の
２
週
間
は
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
期
間
で
す
。

　

中
央
区
で
は
、
運
動
実
施
期
間
を
中
心
に
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
防
止
を
呼
び
か
け
る

啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
展

示
場
所
は
、
区
役
所
本
庁
舎
と
日
本
橋
・
月

島
両
区
民
セ
ン
タ
ー
、
日
本
橋
図
書
館
、
女

性
セ
ン
タ
ー
を
巡
回
掲
示
す
る
予
定
で
す
。

女性に対する暴力根絶
のためのシンボルマーク

配偶者からの被害経験

 配偶者からA、B、Cのいずれかの行為を1つでも受けたことがある

図1

図2

女性（1,283人） 男性（1,045人）

女性（1,283人）

男性（1,045人）

出展：「男女間における暴力に関する調査」（平成18年　内閣府）

A

B

C

身体に対する暴
行を受けた

性的な行為を強
要された

精神的嫌がらせや
恐怖を感じられるよ
うな脅迫を受けた

A B C身体に対する
暴行を受けた

性的な行為を強
要された

精神的嫌がらせや恐怖を感じ
られるような脅迫を受けた

何度も
あった

1、2度
あった

あった（計） あった（計）

あった
（計）

あった
（計）

まったくない

５.８ ２０.８ ７１.６ １.３１２.４ ８５.２ １.１１.７２６.６％ １３.７％

５.３１０.８ ８１.８ １.６６.５ ８９.９ ２.０２.１１６.１％ ８.１％

５.２１０.０ ８２.５

０.１

３.３ ９４.３ ２.３２.３１５.２％ ３.４％

無回答
何度も
あった

1、2度
あった まったくない 無回答

何度も
あった

1、2度
あった

あった（計）

あった
（計）まったくない

１０.６ ２２.６ ６４.８ ２.０３３.２％

２.６ １４.８ ８０.９ １.７１７.４％

無回答

交際相手からの被害経験（性・年齢別）図3
女性（872人）

20代（145人） 20代（83人）

男性（678人）
あった あったまったくない

２２.８ ７６.６ １０.８ ８８.０ １.２０.７

30代（235人） 30代（166人）１８.７ ８１.３ ７.２ ９２.２ ０.６-

40代（202人） 40代（154人）１２.４ ８７.1 ３.２ ９６.８ -０.５

50代（178人） 50代（135人）５.６ ９２.１ ３.７ ９４.８ １.５２.２

60歳以上（112人） 60歳以上（140人）５.４ ９３.８ ２.９ ９２.９ ４.３０.９

無回答 まったくない 無回答

女性の約4人に1人が身体的暴行を受けている

20代、30代の女性に被害が多い

女性の約10人に1人が配偶者からの被害を何度も受けている

出展：「男女間における暴力に関する調査」（平成18年　内閣府）
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関連図書の紹介

相談したいと思ったらここへ！！

一人で悩まず相談を一人で悩まず相談を

その他の相談窓口 全国共通DVホットライン 女性の人権ホットライン
0120-956-080 月～土 １０：００～１５：００ 月～金 ８：３０～１７：１５0570-070-810

ＮＰＯ法人全国女性シェルターネット共同代表の近藤恵子さん（5頁）に
ＤＶを理解するための参考書籍を3冊紹介していただきました。

　実は若者の中に「普通に」「多数」
存在するデートＤＶ。しかし、法制
度や、当事者への情報提供もまだま
だ十分ではないと本書は指摘する。
　デートＤＶの現状、体験者レポー
トから、予備軍を見抜くチェックリ
スト、防止の取組み、被害から逃れ
る方法まで具体的に解説する。

　「法律の適用を受ける女性たちの
意見を聞いて、法律は改正される
べきだ」。
　被害者やその支援者を中心に、
超党派の国会議員まで巻き込んで、
平成16年にＤＶ法改正（第一次）
を実現した「市民参画」の道のり
を記録と証言で綴る。

　アメリカにおける、配偶者等に対
する暴力の問題を、被虐待女性（バ
タードウーマン）たちのインタビュ
ーなどを交えての実態報告と、分析
や解決の指針までをまとめたもの。
原著は今から三十年近く前に出版さ
れたが、ＤＶを理解するための基本
書となる一冊。

遠藤智子著　
ＮＰＯ法人全国女性シェルターネット協力

デートDV　
愛か暴力か、見抜く力があなたを救う―虐待される妻たち

レノア・Ｅ・ウォーカー著
斎藤学（監訳）穂積由利子（訳）

バタードウーマン
―国会が「当事者」に門を開いた365日

ＤＶ法を改正しよう全国ネットワーク編著

女性たちが変えたＤＶ法

（相談無料・秘密厳守）

配偶者暴力相談支援センター

東京ウィメンズプラザ
03-5467-2455

年末年始を除く毎日　9時～２１時

東京都女性相談センター
03-5261-3110

土日・祝日・年末年始を除く毎日　9時～２０時

警視庁生活安全相談センター
03-3581-4321

暴力（DV)を受けて悩んでいる…

緊急の場合は 警察（事件発生時）
03-5261-3911東京都女性相談センター （夜間・休日のみ）

土日・祝日・年末年始を除く　8時３０分～１７時１５分

●最寄りの警察署の生活安全課でも
　相談できます。

110番（２４時間）

中央区
「ブーケ２１」女性相談

女性相談（子育て支援課）

03-5543-0653

03-3546-5350

第3を除く毎週水曜日（祝日を除く）１３時～１６時
第3水曜日のみ（祝日を除く）１７時３０分～２０時３０分
※予約受付は、9時から２１時（年末年始等を除く）

土日・祝日・年末年始を除く毎日　9時～１７時

要
予
約
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　ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）は、一

般に「夫、恋人など親密な関係にあ

るパートナーから振るわれる暴力」

といわれています。しかし、私は、「男

性と女性の間にある不対等な力関係

を背景にして、暴力を手段として支

配する関係」だと考えています。

　内閣府の調査では、女性のうち３

人に１人が配偶者から暴力を受けた

ことがあり（平成17年調査）、さらに、

２０人に１人が命に危険を感じるよう

な暴力を経験している（平成11年調査）

と答えています。被害者に女性が多

いのは、従来の性的役割分担意識な

どの中で、男性が女性を支配しよう

とすることに起因するケースが多い

といえます。ですから、この問題は

男女がお互い尊重しあう関係＝男女

共同参画社会を実現していくうえで、

最重要の課題の一つです。

　　

　ＤＶは親しい間柄で起こるものです

が、やはり暴力に変わりはないですし、

過重な場合は犯罪であり、被害者に

対する人権侵害にあたります。

　ＤＶが、一般の暴力と違って、特に

大きな問題となる固有の特徴として、

次の三点を挙げることができます。

　第一は、場所の問題です。家とい

う閉ざされた空間で起きるために、

発見又は発覚までに時間がかかりま

す。

　第二に、継続性です。同じ相手か

ら繰り返し暴力が振るわれ、被害者

が加害者と常に向き合って暮らすこ

とで、犯罪が深刻になります。

　第三に周囲への影響です。ＤＶが起

こると、子どもや親族、友人など関

係する人々を巻き込んでしまいます。

特に、子どもは、両親から受ける心

の傷の回復にはとてつもなく長い時

間がかかってしまいます。

　ＤＶ被害者からの相談・一時保護・

保護命令申立ての件数は、毎年増加

しています。これは、被害が増加、

深刻化しているというよりも、ＤＶ法

などの法的整備により、相談窓口が

増加し、被害者の一時保護から生活

再建へ向けた支援体制の拡充で、相談・

訴えや、一時的避難などの具体的な

行動に一歩踏み出す女性が増えてき

たのだと思います。

　しかし、保護命令や離婚訴訟を継

続しながら、別の場所で新たに生活

を開始するには多くの困難が待ち構

えているのが現状です。

　行政には、生活保護などの各種支

援をはじめ、就労先や住宅確保など

が求められています。行政は、被害

者を支援する民間も含めた各関係機

関を有機的に機能していくためのネ

ットワークの要としてコーディネー

ターの役割を果たすことが期待され

ています。

　また、民間での支援として、私ど

ものような民間シェルターでは、相談・

情報提供・一時保護・自立支援、関

係機関との連携など、２４時間体制で

対応しています。被害者自身と一体

となって、自立するまでの長い道の

りをともに歩んでいます。

　最近では、企業も社会貢献活動の

一つとして支援活動に参画しています。

例えば、被害者就労支援のためのパ

ソコン講座やメイクアップ・レッスン、

シェルターで過ごす女性たちのために、

食料品・医薬品の提供、クリーニング、

運送の協力等をさまざまな形で行っ

ています。また、ＤＶ撲滅に向けたキ

ャンペーン活動に協賛する企業もあ

ります。

　ＤＶを防止するには、「暴力は犯罪

だ」という社会的認識を浸透させる

ことが重要です。

　例えば、韓国・台湾などでは人気

ドラマ番組の放映中に、「ＤＶは犯

罪です。被害にあったらこちらへ電

話、通報を」という字幕を流すなど、

多様な機会を捉えて啓発に取り組ん

でいます。まずは、あらゆる機会を

とらえて、広報していくことが重要

です。

　そして、自分の身に何か起こったら、

行政や警察（生活安全課）の窓口に

迷わず相談することです。また、自

分の周囲の人に対し何か気が付いた

ことがあったら「どうしたの？」と

まず声をかけてあげてください。

　メディアを積極的に活用した啓発、

行政と民間とのＤＶ被害者支援の連携、

それを支えようという地域の人々など、

社会全体が支援に取り組むことで、

ＤＶのない暖かい社会になってほしい

と思います。

DV被害のない暖かい社会を
　　　　　　　　　目指して

近藤恵子さん

NPO法人　
全国女性シェルターネット共同代表

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）とは

公的支援の充実に期待すること

ＤＶ防止のために

ＤＶは人権侵害

民間における支援の動き
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　 「 職 場 で 、 地 域 で 、 家 庭 で 、 働 く 女 性

た ち へ の 応 援 歌 」 を 合 言 葉 に 、 男 女 共 同

参 画 週 間 （ ６ 月 ２３ 日 〜 ２９ 日 ） に あ わ せ て

開 催 さ れ る 「 ブ ー ケ 祭 り 」 。 今 年 は 、 「 つ

な が り か ら 絆 へ ！ 」 を テ ー マ に ６ 月 ２７ 日 ・

２８ 日 に 開 催 し ま し た 。

　 会 場 と な っ た 「 ブ ー ケ ２１ 」 に は 、 子 ど

も か ら 大 人 ま で 幅 広 い 世 代 が 訪 れ 、 大 い

に 賑 わ い ま し た 。

　 今 年 の 参 加 団 体 は 31 団 体 。 女 性 セ ン タ

ー を 拠 点 に 活 動 す る 団 体 が 、 展 示 や ワ ー

ク シ ョ ッ プ 、 パ フ ォ ー マ ン ス と 日 頃 の 活

動 成 果 を 発 表 し ま し た 。 ま た 、 ブ ー ケ 祭

り 実 行 委 員 会 企 画 で は 、 「 男 女 共 同 参 画

川 柳 」 を 各 団 体 か ら 募 集 。 展 示 ブ ー ス で

来 場 者 の 方 に 投 票 し て い た だ き ま し た 。

金
6
２７

月
日

土
２８

日
年

平
成
２０

ブ
ー
ケ
祭
り
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
で
「
き
れ
い
」

を
飾
ろ
う
　
　
　
「
カ
ト
レ
ア
グ
ル
ー
プ
」

「
千
の
風
に
な
っ
て
」
を
歌
う

　
　
　
　
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の
会
」

　軽
食
コ
ー
ナ
ー
で
も
優
雅
な
踊
り
の
サ

ー
ビ
ス
　
　
　
　
　
「
プ
ル
メ
リ
ア
の
会
」

か
わ
い
い
人
形
展
示
の
体
験
で
賑
わ
う

　
　
　
　
　
　
「
人
形
教
室
み
や
び
会
」

朗
読
で
感
動
を
伝
え
る
「
わ
か
は
や
会
」

　

一
階
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
レ
イ
・
ロ
ケ
ラ
ニ
」

　

男
女
共
同
参
画
川
柳
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ブ
ー
ケ
祭
り
実
行
委
員
会
」

「
ブ
ー
ケ
祭り
」を
開
催
し
まし
た
。

第
7
回

中
央
区

レ
ポ
ー
ト

R
ep
or
t

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ

レ
ポ
ー
ト

R
ep
or
t

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ

　
閉
会
式
で
は
、
ブ
ー
ケ
祭
り
実
行
委
員
会
の
青
山
副
会
長
に
よ

る
川
柳
人
気
投
票
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
全
投
票
数
は
44
5

票
」
と
い
う
報
告
に
、
参
加
者
か
ら
「
す
ご
い
！
」
と
い
う
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
見
事
第
１
位
に
輝
い
た
の
は
銀
座
育
成
婦

人
会
の
「
孫
が
き
て
財
布
の
中
が
軽
く
な
る
」
。
５
～
６
作
の
候

補
作
の
中
か
ら
、
会
員
投
票
の
末
、
こ
の
句
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

育
成
会
会
長
に
伺
う
と
、
「
や
っ
ぱ
り
実
感
じ
ゃ
な
い
？
」
と
の
弁
。

　
そ
の
後
、
全
員
で
「
夏
の
思
い
出
」
を
合
唱
し
て
閉
会
式
を
終
了
。

小
林
会
長
の
「
来
て
く
だ
さ
か
っ
た
方
々
だ
け
で
な
く
参
加
し
た

私
た
ち
も
楽
し
み
ま
し
た
」
と
い
う
言
葉
ど
お
り
、
皆
、
充
実
感

に
あ
ふ
れ
た
良
い
顔
で
、
後
片
付
け
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
や
は
り
、
企
画
す
る
側
も
来
場
す
る
側
も
、
と
も
に
楽
し
ん
で

参
加
す
る
こ
と
が
、
ブ
ー
ケ
祭
り
の
継
続
の
鍵
だ
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
四
十
歳
以
上
の
女
性
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

男
性
を
含
め
た
広
い
層
の
参
加
を
増
え
れ
ば
、
さ
ら
に
ブ
ー
ケ
祭

り
の
幅
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
　

エ
ガ
リ
テ
／
銀
座
育
成
婦
人
会
／
中
央
区
消
費
者
友
の

会
／
中
央
区
女
性
史
勉
強
会
／
中
央
区
女
性
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
／
日
本
橋
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
／
ブ
ー
ケ
祭
り
実

行
委
員
会
／
美
気（
み
な
）の
会（
28
日
の
み
）／
東
京
都
下

水
道
局
桜
橋
第
二
ポ
ン
プ
所
／
中
央
区
社
会
福
祉
協
議

会
／
中
央
区
立
女
性
セ
ン
タ
ー

川
柳
人
気
投
票
第
１
位
は

「
孫
が
き
て
財
布
の
中
が

　
　
　
　
　
　
　
軽
く
な
る
」

護
身
の
極
意
は

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
信
念

　
実
行
委
員
会
企
画
講
座
の
「
女
性
の
た
め
の
！
身
に
つ
け

よ
う
『
い
ざ
！
』
に
備
え
て
護
身
術
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
、
私
を
含
め
た
参
加
者
全
員
、
何
が
始
ま
る
の
か

と
ピ
リ
ピ
リ
し
た
空
気
が
室
内
に
充
満
し
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
講
座
が
進
む
ご
と
に
、
緊
張
が
徐
々
に
熱
気
に
変

わ
っ
て
い
き
、
最
後
は
、
会
場
狭
し
と
ば
か
り
に
動
き
、
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
女
性
の
た
め
の
実
践
的
な
護
身
は
、
技
だ
け
で
は
な
く
、

私
た
ち
女
性
自
身
の
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
固
い
信
念
が
、
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ

る
と
教
え
ら
れ
、
目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
る
思
い
で
し
た
。

　
私
自
身
に
と
っ
て
も
大
変
た
め
に
な
り
ま
し
た
し
、
も
っ
と
多
く
の
女
性
、
特
に
若
い
女
性
に
は

受
け
て
も
ら
い
た
い
講
座
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

参
加
団
体
一
覧

１
階
　
展
示
コ
ー
ナ
ー

3
階
　
展
示
コ
ー
ナ
ー

3
階
　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー

4
階
　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー

4
階
　
ひ
と
休
み
コ
ー
ナ
ー

中
2
階
・
2
階
　
女
性
の
か
ら
だ
や
生
活
コ
ー
ナ
ー

オ
ス
ビ
ー
の
会
／
日
本
助
産
師
会
東
京
都
支
部
中
央
区

分
会
（
27
日
の
み
）
／
中
央
区
社
会
福
祉
協
議
会

2
7
日
　
音
和
会
／
三
遊
会
／
プ
ル
メ
リ
ア
の
会

2
8
日
　
ア
マ
ー
ビ
レ
／
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の
会
／
吟
友
会
／

　
　
　
  レ
イ
・
ロ
ケ
ラ
ニ
／
朗
読
の
会
／
わ
か
は
や
会

2
7
日
　
実
行
委
員
会
企
画
講
座

2
8
日
　
茶
友
倶
楽
部
え
ん

エ
コ
･ビ
ー
イ
ン
グ
／
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
９
／
カ
ト
レ
ア
グ

ル
ー
プ
／
か
な
書
道
を
親
し
む
会
／
く
ま
ち
ゅ
～
ク
ラ

フ
ト（
28
日
の
み
）／
新
日
本
婦
人
の
会
中
央
支
部
・
女

性
の
地
位
向
上
委
員
会
／
中
央
区
環
境
保
全
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
／
中
央
区
つ
つ
じ
会
／
人
形
教
室
み
や
び
会

中
央
区
女
性
海
外
研
修
者
の
会
／
中
央
区
防
災
課

N
o
.5
6（
2
0
0
8
.9
）

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
　
脇
坂
文
栄

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
　
橋
谷
信
代

お
菓
子
と
抹
茶
で
お
も
て
な
し
の
一
服

　
　
　
　
　
　
　
「
茶
友
倶
楽
部
 え
ん
」

「
オ
リ
ー
ブ
の
価
格
差
」に
つ
い
て
説
明

　
　
　
　
　
「
中
央
区
消
費
者
友
の
会
」

子
ど
も
た
ち
も
折
り
紙
で
楽
し
み
ま
し

た
　
　
　
　
　
「
銀
座
育
成
婦
人
会
」

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
展
示
す
る
区
内
女
性

団
体
の
横
断
組
織
「
女
性
ネ
ット
ワ
ー
ク
」

ク
イ
ズ
形
式
で
環
境
の
こ
と
を
学
ぼ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
「
エ
コ
ボ
ッ
ク
ス
9」
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海
外
留
学
の
後
、
す
ぐ
に
結
婚
し
、
主

婦
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
日
、
就
労

の
経
験
が
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、一
度
は

働
い
て
み
た
い
と
い
う
軽
い
思
い
で
就
職

先
を
探
し
始
め
ま
し
た
。
夫
は
、
も
と
も

と
「
女
性
も
働
い
て
収
入
を
得
た
ほ
う
が

い
い
、
ど
う
し
て
僕
ば
か
り
が
働
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
？
」
と
い
う
考
え
方
で

し
た
し
、
子
ど
も
も
3
歳
を
過
ぎ
て
、
手

が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
の
も
、
き
っ
か
け

の
一
つ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
い
ざ
就
職
面
接
を
受
け
て

み
る
と
、
２８
歳
で
子
ど
も
も
い
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
国
内
企
業
に
断
ら
れ
ま
し
た
。

結
局
、
外
資
系
の
会
社
の
担
当
者
が
「
あ

な
た
の
年
齢
で
家
庭
や
子
ど
も
が
あ
る
の

は
自
然
な
こ
と
。
重
要
な
の
は
、
あ
な
た

に
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
」
と

い
っ
て
、
採
用
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　

初
め
て
の
仕
事
で
知
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
な
う
え
に
、
頼
ま
れ
た
仕
事
を
「
で
き

ま
せ
ん
」
な
ど
と
言
う
と
会
社
を
ク
ビ
に

な
る
と
信
じ
て
い
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず

何
事
も
「
で
き
ま
す
」
と
答
え
て
し
ま
っ

て
か
ら
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
、
あ

る
い
は
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
や
り
遂

げ
る
こ
と
で
、
上
司
に
認
め
ら
れ
、
収
入

が
増
え
る
と
い
う
経
験
は
私
に
と
っ
て
新

鮮
な
喜
び
で
し
た
。

　

主
婦
か
ら
の
初
め
て
の
会
社
勤
め
は
、

大
変
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
「
相
手
の
要

求
を
観
察
し
、
的
確
に
応
え
て
、
必
要
な

情
報
や
物
を
用
意
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

家
庭
で
家
事
を
や
る
際
に
、
夫
や
子
ど
も

を
相
手
に
鍛
え
た
ス
キ
ル
が
充
分
に
生
か

さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

最
初
に
勤
務
し
た
会
社
で
は
、
秘
書
に

つ
い
た
上
司
が
フ
ラ
ン
ス
人
で
、
子
ど
も

が
病
気
に
な
れ
ば
、
通
院
の
付
き
添
い
で

仕
事
に
遅
れ
る
こ
と
な
ど
は
当
た
り
前
。

私
自
身
も
残
業
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

午
後
6
時
に
は
子
ど
も
を
迎
え
に
い
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
し
、
そ
れ
が
職
場
で
普

通
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
勤
め
た
会
社
で
は
営
業
部
門
に
配

属
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
忙
し
く
、

子
ど
も
も
昼
間
は
保
育
園
、
夜
は
主
婦
を

し
て
い
る
友
人
に
預
か
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

保
育
園
の
近
所
に
あ
っ
た
大
学
の
保
育
科

の
学
生
に
頼
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
や
介
護
の
経
験
は
き
っ
と
仕
事
に

生
か
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ

金
融
の
仕
事
を
通
じ
て
、社
会
に

貢
献
し
た
か
っ
た
。

夢
は
世
界
平
和
の
実
現
！筑

紫
み
ず
え

株
式
会
社
グ
ッ
ド
バ
ン
カ
ー 

代
表
取
締
役
社
長

さん

インタビュー

く
に in 中央区

I N T E R V I E W

Q
３０
歳
を
目
前
に
し
て
、初
め
て

就
職
し
た
そ
う
で
す
ね
？

Q
主
婦
業
か
ら
会
社
へ
の
仕
事
の

転
身
は
大
変
で
し
た
か
？

Q
仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
関
す
る

苦
労
は
あ
り
ま
し
た
か
？

取材に参加して

筑紫みずえさんプロフィール

パリ大学留学から帰国し、専業主婦の後、仏エンジニア

リング会社に就職。その後、石油会社等を経て、スイス

系のＵＢＳ信託銀行に入行し、機関投資家向けマーケテ

ィング業務担当から、営業部次長。平成10年に、ＳＲＩ専

門投資顧問会社「（株）グッドバンカー」（中央区京橋）を設

立する。日本初のＳＲＩ型金融商品「エコ・ファンド」

や「ファミリー・フレンドリー」を開発し、平成17年「男

女共同参画社会づくり功労者」として内閣総理大臣表彰。

（「ファミリー・フレンドリー」は、平成19年に「第１

回ワーク・ライフ・バランス大賞」優秀賞を受賞）

多
様
性
を
尊
重
し
た

活
力
あ
る
社
会
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を
理
由
に
仕
事
を
や
め
ざ
る
を
得
な
い
人
も

多
い
日
本
の
現
状
を
残
念
に
思
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
私
自
身
は
金
融
と
い
う
も
の

に
対
し
て
あ
ま
り
良
い
印
象
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
外
資
系
銀
行

に
勤
務
し
て
い
た
時
に
、
企
業
の
社
会
的

責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）を
評
価
し
て
、
投
資
対
象

基
準
に
盛
り
込
ん
だ
Ｓ
Ｒ
Ｉ（
社
会
的
責

任
投
資
）型
フ
ァ
ン
ド
と
い
う
も
の
が
海

外
に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
ぜ
ひ
日
本
に
も

導
入
し
た
い
と
思
い
、
商
品
開
発
を
す
す

め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
最
初
の
構
想
か
ら
１２
年
か
か

っ
て
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
企
業
に
投
資
す
る
エ
コ
・
フ
ァ
ン
ド

を
平
成
１１
年
に
日
本
で
初
め
て
商
品
化
し

ま
し
た
。
エ
コ･

フ
ァ
ン
ド
を
初
め
て
金

融
機
関
に
提
案
し
た
と
き
は
、「
日
本
で
は

売
れ
な
い
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
女
性

や
若
者
な
ど
今
ま
で
金
融
に
は
関
心
の
な

か
っ
た
新
た
な
層
の
需
要
を
掘
り
起
こ
す

と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
お
金
儲
け
以
外
で

企
業
行
動
を
評
価
す
る
基
準
を
提
示
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
１６
年
に
は
、
少
子
高
齢
化

社
会
と
い
わ
れ
て
い
る
中
で
、仕
事
と
生
活

を
両
立
し
、
男
女
を
問
わ
ず
柔
軟
な
働
き

方
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
企
業
に
投
資
す

る
Ｓ
Ｒ
Ｉ
型
フ
ァ
ン
ド
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
社
会
に
対
す
る
不
安
や
問
題
を
お
金

の
流
れ
を
変
え
る
と
い
う
金
融
手
段
に
よ

っ
て
解
決
に
結
び
つ
け
た
い
と
い
う
私
の

原
点
を
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　　

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
、
安
心
・
安
全
な
生
活
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
世
の
中
が

「
平
和
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。
平
和
に
寄

与
す
る
企
業
活
動
の
応
援
が
で
き
る
よ
う

な
商
品
を
開
発
し
、
金
融
と
い
う
仕
事
を

通
じ
て
、
世
界
平
和
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

Q
今
後
の
目
標
は
？

Q
「
金
融
を
通
じ
た
社
会
貢
献
」
を

め
ざ
す
き
っ
か
け
は
？

　「その場での出来る限りのことを、ただ一生懸命やってきた
だけなんです」。
「女性だからビジネス経験が浅い」などと思われないようにと、
肩肘張って仕事をしてきた私に比べて、筑紫さんの仕事に対す
る姿勢は、清々しいまでに自然体そのものでした。
　オフィスに伺っての取材でしたが、社内の雰囲気も、迎えて
くださった筑紫さんの私たちへの接し方にも、まるで友人宅に
招かれたような心地よさを感じました。ビジネスマナーのマニ
ュアルなどにはない、一期一会の客をもてなす心からのふるま
いの中にも、筑紫さんの何ごとにおいても真剣に取り組むとい
う生き方が表れているなと思いました。

「ただ一生懸命」の自然体に感銘！

取材に参加して取材に参加して

事業協力スタッフ　脇坂文栄

　「ワーク・ライフ・バランス」とは、だれもが仕事と仕事以外の生活とのバランスを保つことにより、仕事と家庭や地
域活動などに参加できる時間を確保しながら充実した生活を送ることが重要であるという考え方です。
　ワーク対ライフのバランスは個人によっても異なりますし、同じ人でもライフステージによって変わってきます。個人
がその時々の必要に応じてバランスを取れることが重要なのです。一方で、ワーク・ライフ・バランスのとれた労働者は
職場での労働意欲が高く、事業者にとっても生産性の向上や優秀な人材確保などにつながり、有益であるとされています。
　ワーク・ライフ・バランスの実現は「仕事の充実」と「仕事以外の生活の充実」の好循環をもたらし、多様性に富んだ
活力ある社会を創出する基盤として重要です。

ワーク・ライフ・バランスって ① 何？
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の考え方 男女共同参画会議・仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・

バランス）に関する専門調査会  報告（平成１９年7月）

ワーク・ライフ・バランスが実現した姿

様々な活動を自ら
希望するバランスで展開

仕  事

家庭生活 健康・休養

自己啓発地域生活

ワーク・ライフ・バランスとは
仕事、家庭生活、地域生活、個人の自己
啓発など、様々な活動について、自らが
希望するバランスで展開できる状態

男性も女性も、
あらゆる世代
の人のための
もの

人生の段階に
応じて自ら希望
する「バランス」
を決められる
もの

「仕事の充実」
と「仕事以外
の生活の充実」
の好循環をも
たらす

多
様
性
を
尊
重
し
た

活
力
あ
る
社
会

多
様
性
を
尊
重
し
た

活
力
あ
る
社
会



１０

復
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ま
つ
の
こ　

た
け
の
こ
」

松
竹
株
式
会
社（
築
地
）

　 

　

地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
推
進

す
る
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
に
、

中
央
区
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
共
催
で

研
修
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　

１０
月
２２
日（
水
）

　

午
前
８
時
３０
分 

中
央
区
役
所
前
出
発

訪
問
先
お
よ
び
内
容

・
山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

　

の
見
学

・
交
流
都
市
富
士
河
口
湖
町
の
女
性
団
体
と

　

交
流
・
情
報
交
換　

・
西
湖
い
や
し
の
里
根
場
の
見
学

対　

象　

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で

地
域
団
体
で
活
動
し
て
い
る
方
ま

た
は
今
後
活
動
し
た
い
方

定　

員　

４０
名（
先
着
順
）

費　

用　

無
料
。
た
だ
し
、
昼
食
代
、
施

設
入
場
料
等
実
費
相
当
分
（
二
千

円
）
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法　

は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
に
（
１
）

研
修
名（
２
）氏
名
・
ふ
り
が
な（
３
）

住
所
（
４
）年
齢
（
５
）電
話
番
号
、

在
勤
・
在
学
者
は
（
6
）勤
務
先
・

学
校（
名
称
・
所
在
地
・
電
話
番
号
）

を
記
入
し
て
申
込
む
。

※
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
予
防
・
改
善

の
た
め
に
、
日
常
の
食
事
・
栄
養
指
導
と

手
軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
講
座
を
行
い
ま
す
。

日
時
等　

左
表
の
と
お
り

対　

象　

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
男

日
帰
り
バ
ス
研
修

日
時

内
容

１０月２５日（土）

午後2時～4時

１０月１８日（土）

【
食
事
・
栄
養
篇
】

場
所　

女
性
セ
ン
タ
ー「
ブ
ー
ケ
21
」

講
師　

管
理
栄
養
士　

牧
野　

直
子

【
運
動
篇
】

場
所　

明
石
小
学
校

講
師　

N
P
O
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

認
定
指
導
者　

上
泉　

義
朗

企
業
レ
ポ
ー
ト
⑦ re

p
o
r
t

広
が
る
男
女
共
同
参
画

CHUO CITY NEWS

中
央
区
ニ
ュ
ー
ス

中
央
区
ニ
ュ
ー
ス

「まつのこ　たけのこ」
イメージキャラクター

　

映
画
・
演
劇
の
製
作
・
興
行
等
を
手
が
け
、

中
央
区
内
に
歌
舞
伎
座
・
新
橋
演
舞
場
を
抱
え

る
松
竹
㈱
で
は
、
育
休
復
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ま
つ
の
こ　

た
け
の
こ
」
の
運
用
を
今
年
7

月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

「
も
と
も
と
は
、
女
性
活
躍
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
の
提
言
が
き
っ
か
け
で
す
」
と
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
関
わ
っ
た
人
事
部
人
事
企

画
課
の
山
田
尚
史
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
松
竹
で

は
、
二
十
代
か
ら
三
十
代
の
女
性
社
員
の
増
加

に
伴
い
、
女
性
の
能
力
発
揮
で
き
る
職
場
を
作

る
た
め
に
、
平
成
18
年
に
、「
女
性
活
躍
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
様
々
な
内

容
の
提
言
を
行
い
、
そ
の
一
部
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
作
成
の
素
地
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
産
休
や
育
児
休
業（
育

休
）
を
取
得
す
る

社
員
に
対
す
る
中

長
期
的
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
支
援
と
社

員
の
「
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

実
現
に
向
け
た
就

業
環
境
の
整
備
を

目
的
に
、
女
性
社

員
の
妊
娠
・
出
産

か
ら
、
育
児
休
業
期
間
と
復
職
後
に
わ
た
り

社
員
と
職
場
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
育
休
取
得
者
と
会
社

と
の
意
思
疎
通
の
強
化
を
目
的
と
し
た
、
育

休
取
得
前
・
復
職
前
後
の
三
者
面
談
制
度
（
本

人
と
上
司
、
人
事
部
）
や
社
内
情
報
連
絡
専

用
パ
ソ
コ
ン
の
貸
与
、
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
と
の
法
人
契
約
に
よ
る
病

児
保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
な
ど
の
制
度
を
新
た

に
設
置
し
ま
し
た
。

　
「『
ま
つ
の
こ　

た
け
の
こ
』を
提
示
し
た
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
子
育
て
を
考
え
て
い
る
社
員
に
対

し
、
職
場
と
し
て
の
支
援
の
姿
勢
を
示
し
、
不

安
を
取
り
除
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
働
き
な
が
ら
の
育
児
に
対
す
る

職
場
の
マ
イ
ン
ド
を
変
え
て
い
き
た
い
」
と

同
じ
く
人
事
企
画
課
の
岡
田
敦
子
さ
ん
。

　

こ
の
試
み
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
製
作
部

門
、
宣
伝
担
当
な
ど
、
勤
務
の
不
規
則
な
職
種

の
社
員
が
多
い
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
業
界
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

「
ま
つ
の
こ　

た
け
の
こ
」
は
、
社
名
の
「
松
」

「
竹
」や
、「
松
竹
の
子
」
に
対
す
る
応
援
の
意
、

子
ど
も
が
大
地
か
ら
す
く
す
く
育
つ
「
た
け
の

こ
」
の
イ
メ
ー
ジ
等
に
ち
な
み
名
づ
け
ら
れ
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
と
も
に
、
社
内
で
も
好
評
だ

そ
う
で
す
。

　

今
後
、
利
用
者
等
か
ら
の
意
見
を
反
映
し
な

が
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ッ
プ

し
て
い
く
と
の
こ
と
な
の
で
、
さ
ら
に
大
き
く

成
長
し
た
「
ま
つ
の
こ　

た
け
の
こ
」
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

松竹株式会社 人事部  人事企画課　山田尚史さん、
岡田敦子さん
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メ
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気
に
な
る
男
性
の
た
め
の

 

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
対
策
講
座

（
事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
企
画
）



１１

性
（
女
性
の
申
込
可
）
で
、
原

則
と
し
て
両
日
と
も
参
加
可
能

な
方

定　

員　

三
十
名（
先
着
順
）

費　

用　

無
料

託　

児　

一
歳
以
上
未
就
学
児
対
象（
先
着

三
名
ま
で
）
。
１０
月
3
日
（
金
）
ま

で
に
申
込
む
。

申
込
方
法　

１０
月
17
日（
金
）ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
（
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号･

在
住
又
は
在
勤
、在
学
の
別
）

ま
た
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子

申
請
で
申
込
む
。

 　

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
経
営
戦
略
の
面
か
ら

と
ら
え
て
、
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
や
取
組

み
方
法
を
実
践
的
に
解
説
し
ま
す
。

　

企
業
の
管
理
職
・
人
事
労
務
担
当
者
の

皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
等　

別
表
の
と
お
り

会　

場　

区
役
所
八
階
大
会
議
室

定　

員　

百
名
（
先
着
順
）

費　

用　

無
料

申
込
方
法　

そ
れ
ぞ
れ
前
日
ま
で
に
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
（
氏
名
・
電
話
番
号
・

受
講
希
望
日
を
記
入
）
ま
た
は
都

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

は
た
ら
く
ネ
ッ
ト
」
で
申
込
む
。

※
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
た
ら
く
ネ
ッ
ト
」

　

  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.hataraku.m

etro.tokyo.jp

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
発

の
ひ
と
り
芝
居
を
上
演
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
「
区
の
お

し
ら
せ　

中
央
」
１０
月
１５
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
に
ち　

１１
月
１５
日（
土
）

会　

場　

女
性
セ
ン
タ
ー
「
ブ
ー
ケ
２１
」

費　

用　

無
料

※
未
就
学
児
の
託
児
を
行
い
ま
す
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
対
す
る
知
識
の

理
解
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会
を
都

労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
開
催

し
ま
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
「
区
の
お

し
ら
せ　

中
央
」
１０
月
１５
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
に
ち　

１１
月
１4
日（
金
）

会　

場　

女
性
セ
ン
タ
ー
「
ブ
ー
ケ
２１
」

費　

用　

無
料

　

女
性
セ
ン
タ
ー
に
は
、
性
別
に
と
ら
わ

れ
な
い
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
応
援
す

る
資
料
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

経
営
戦
略
と
し
て
の
実
践
的

 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

パ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会

   

ト
ラ
ブ
ル
予
防
！　

　

改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
対
応
の

　

就
業
規
則
整
備

日
時

内
容

１０月２９日（水）

午後6時30分～8時30分

１０月１５日（水）

経
営
戦
略
と
し
て
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
と
は

　

―
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
メ
リ
ッ
ト

講
師　

学
習
院
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科

　
　
　

特
別
客
員
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
谷　
　

宏

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
践
的
導

入
法

　
　
　
　
　

〜
企
業
事
例
を
踏
ま
え
て
〜

講
師　
（
株
）富
士
通
総
研
主
任
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渥
美　

由
喜
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※
す
べ
て
の
申
込（
問
合
せ
）先

〒
１
０
４
―

０
０
４
３　

　

中
央
区
湊
１
―

１
―

１

　

女
性
セ
ン
タ
ー
「
ブ
ー
ケ
２１
」
内

　

総
務
課
女
性
施
策
推
進
係

電　

話
（
５
５
４
３
）
０
６
５
１

F
A
X
（
５
５
４
３
）
０
６
５
２

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chuo.lg.jp

新
着
図
書
の
ご
案
内

たまごクラブ
ひよこクラブ

編岡崎　武志 著尹　玲花 著

「ワークライフ
　  バランス入門」

「働くママの仕事
　　　　　  と育児」

「女子の古本屋」「自分で見つける
　　　　   乳がん」

男
女
の
違
い
を
笑
劇
的
！
に

解
き
明
か
し
た
ひ
と
り
芝
居

「
Ｃ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」

（
事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
企
画
）

荒金　雅子
小　　恭弘
西村　　智   編著　
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館 長 雑 記
秋のブーケ21

▼多くの団体の方々とともに開催
した「ブーケ祭り」も終わり、ブ
ーケ21の窓から見る屋上公園の景
色にも、もう少しで甘くなるブル
ーベリーや、赤みを帯びたざくろ
などが実り、いつの間にやら秋の
気配が漂っています。▼ブーケ21
では、10月から続々と開催する講
座・講演会の準備に追われていま
す。中には、区民スタッフのみな
さんが企画する講座・講演会もあ
ります。やりたいこと、お願いし
たい講師などを盛り込んで企画を
つくり、様々な制約をクリアして
実現に至るまでは大変ですが、目
標に向けて仲間とともに苦労する
ことはすばらしいことです。▼今
年は、中央区女性ネットワークとの
共催で他県の施設見学や団体と交
流する研修もあります。志を分か
ち合える新たな仲間と知り合うこ
とは、私にとっても大きな楽しみ
のひとつです。あなたもどうぞブ
ーケ21の活動にご参加下さい！
　　　　　　　　　（松川淳子）

　

去
る
7
月
12
日
、
今
年
で
第
3
回
と
な

る
「
講
演
と
映
画
の
つ
ど
い
」
が
、
中
央

区
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
区
と
の
共
催
に

よ
り
日
本
橋
社

会
教
育
会
館
ホ

ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
初
め

に
、｢

地
球
環

境
を
守
る
た
め

に
」
と
題
し
て
、

中
央
区
環
境
部

環
境
保
全
課
担

当
係
長
に
よ
る

「
中
央
区
の
森
」

の
取
組
み
を
紹
介
す
る
講
演
を
行
い
、

そ
の
後
、
映
画
「
ミ
ス
・
ポ
タ
ー
」

を
上
映
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
多
様
な
生
態
系
を
育

む
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
の
要

因
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
二
酸
化
炭
素

（
C
O
　２
）
を
吸
収
す
る
役
割
を
担
う

森
林
の
荒
廃
が
進
み
、
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
区
が
東
京

都
西
多
摩
郡
檜
原
村
に
広
さ
約
33
・

5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
中
央
区

の
森
」
を
確
保
し
、
次
の
世

代
へ
つ
な
げ
る
豊
か
な
森
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
様

子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
女
性

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
基
金
へ
の

募
金
活
動
も
行
わ
れ
、後
日
、
2

万
円
が
区
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
昨
年
に
日
本
で
も
公

開
さ
れ
た
「
ミ
ス
・
ポ
タ
ー
」
が

上
映
さ
れ
ま
し
た
。
映
画
は
、
運

命
の
出
会
い
を
果
し
た
編
集
者
と
二
人
三

脚
で
、
世
界
的
名
作
「
ピ
ー
タ
ー
・
ラ
ビ

ッ
ト
」
を
生
み
出
し
た
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・

ポ
タ
ー
の
生
涯
を
二
人
の
恋
愛
を
絡
め
て

描
い
た
作
品
で
す
。

　

最
初
の
絵
本
の
出
版
か
ら
、
後
年
、
イ

ギ
リ
ス
湖
水
地
方
の
開
発
に
反
対
し
て
土

地
を
買
い
続
け
て
、
自
然
を
守
る
こ
と
ま

で
、
百
年
前
と
い
う
、
女
性
が
自
由
に
生

き
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
時
代
に
、
自

分
の
信
念
に
そ
っ
て
強
く
生
き
た
一
人
の

女
性
の
自
立
し
た
姿
が
強
く
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

　

映
画
が
終
わ
り
、
会
場
を
見
る
と
、

司
会
や
受
付
な
ど
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
を

は
じ
め
、｢

か
な
書
道
を
親
し
む
会｣

作

成
の
鮮
や
か
な
毛
筆
の
看
板
や
「
カ
ト

レ
ア
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
る
ピ
ー
タ
ー･

ラ

ビ
ッ
ト
を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
動
紹
介
な

ど
が
会
場
を
飾
り
、

現
代
を
生
き
る
女

性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
皆
さ
ん
の
活
躍

が
散
見
で
き
る
一

日
で
し
た
。

「
講
演
と
映
画
の
つ
ど
い
」
に

   

参
加
し
ま
し
た
。

「
講
演
と
映
画
の
つ
ど
い
」
に

   

参
加
し
ま
し
た
。

●所在地　〒104-0043　東京都中央区湊1-1-1
　　　　　東京メトロ日比谷線・JR京葉線八丁堀駅
　　　　　A2・B3出口から徒歩3分
●TEL.03-5543-0651　FAX.03-5543-0652　
●開館時間　午前9時～午後9時
　　　　　　（年末年始、臨時休館日を除く）

「ブーケ21」へ中央区女性センター
来てみませんか。

T O P I C S

研修室等や図書の貸出のほか、女性
のための無料相談も行っています。

No.56（2008.9）

事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ　

　
　
　
　

村
田
進
益

女性相談は4頁をご覧ください

ミ
ス･

ポ
タ
ー
と
中
央
区
の
森

〜
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運
動
〜
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